
Ji l l  Schwartz
Deputy Director, Aquaculture
j i l l .schwartz@wwfus.org
202.495.4458

1250 24th St. NW
Washington, DC 20037-1193

worldwildl i fe.org

水産養殖管理検討会

現場からの声 

「様々な団体が集い、水産業界向上のため基準策定の目標に向かうことができ
るのは心強い。」

　Michael Tlusty 
　ニューイングランド水族館 

「この管理検討会の良いところは、私の意見を聞いてもらえるような気がする
ことだ。管理検討会に参加する人は各々意見が異なるが、協力して見解の一致
点を見つけようとしている。」

　Israel Snir 
　Regal Springs Group

「信頼できる基準のために、複数利害関係者が参加するプロセスを通じて標準
を策定することは、信頼できる有効な作業方法である。」

　Andres Lennartson 
　IKEA

水産養殖管理検討会について詳しくは、
worldwildlife.org/aquadialoguesをご覧ください。
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アクアカルチャー・ダイアログ（水産養殖管理検討会）
世界の養殖魚の責任ある管理の保証

　水産養殖は世界で最も成長が著しい食料生産システムで、高品質かつ大量の水産
物を生産する有望なものです。しかし、水産物の持続可能な供給は、水産養殖の影
響を最小限に抑え、漁場を適切に管理して、はじめて可能になります。

　水産業が成長するにつれ、養殖が環境や社会に与える負の影響を最小にすること
が重要になります。水産養殖業では、養魚場からの廃棄物が土地や河川の栄養レベ
ルを変化させ、富栄養化を引き起こしていること、養殖場から逃げだした種が野生
種と交配し遺伝子プールを変えていること、繊細な環境を有するマングローブ林の
養殖場への転換、そして養殖魚の餌用魚粉を作るために天然魚を大量に使用するこ
となど、既に様々な問題が起きています。

　水産業が環境や社会に与える深
刻な影響を低減させる必要がある
という認識は世界的に広がってい
ます。このため、20を超える基準
または認証プログラムが非営利団
体、生産者グループ、または業
界団体により個別に作成されて
きました。しかし、これらのプ
ログラムでは、複数の種や利害
関係者を扱っていなかったり、
測定可能でなかったり、透明性
がなかったりしたため、信頼に
足るものとはなっていませんで
した。

解決策

　8つの種それぞれの円卓会議
（「管理検討会」と呼ばれる）
では、参加する生産者、自然保護団体、およびその他利害関係者が、養殖が引き起
こす問題のうち、70から80％に関連する環境的および社会的影響を最小限に抑え
る基準を策定しています。これらの基準は完成の後、世界自然保護基金 (WWF)と
共同創設される新しい組織へ引き継がれます。この組織は独立した第三者機関と協
力して、基準に準拠する養殖場の認証にあたります。完成した基準は、多種多様な
利害関係者のグループにより策定された、水産養殖物のための測定可能な、科学的
知見に基づく唯一の国際基準となります。

　WWFと協調する管理検討会が取り組むのは、サケ、エビ、ティラピア、マス、
パンガシウス、アワビ、ムール貝、ハマグリ、カキ、ホタテ貝、スギ、ブリの12
種です。この12種は、環境および社会への影響の度合い、市場価値、および国際
的取引の程度を基準に選ばれました。

一目でわかる水産養殖 

・地球上で最も成長の著しい食料生産
　システム 

・2020年までには世界の水産物の40％
　以上を占めると予想 

・水産養殖物の87％をアジアで生産

・天然魚全体の3分の1が魚粉と魚油へ
　加工され、その大半を水産養殖で使
　用 

・最大12の水産養殖種を認証するため
　の基準は、水産養殖管理検討会によ
　り2010年末までに完成 

・私たちが消費する水産物の42%は養
　殖場で生産

写真、上から下へ：養魚場にいる舟の上の作業者、ノル
ウェー‒ パトリック・アームストロング提供写真；フェ
ロー諸島の養魚場、デンマーク‒ © WWF-Canon / Maren 
Esmark；エビ養殖場での女性の雇用創出、インド‒アジ
ア太平洋水産養殖センターネットワーク提供写真； Villa 
Leppefisk サケ養殖場、ベストネス、ノルウェー‒© 
WWF-Canon / Jo Benn；



基準の策定 

自主基準の作成は必要です。これにより 

　・政府、銀行、および市場は実績が
　　上がることで報われます 

　・水産養殖のための機会を世界的に
等しく提供できます。 

　・生産品の原産地が追跡可能となる
　　ことで、食の安全性に関する不安
　　が減り、生産者は自分の生産品に
　　対して責任をもちます 

1990年代始めから、WWFは先頭に立っ
て森林（ＦＳＣ、森林管理協議会）、漁
業（ＭＳＣ，海洋管理協議会）、および
農業（保護伐採）のための基準作成にか
かわってきました。 

これらのプログラムと同様、水産養殖
基準は次のようなものとなります。 

　・養殖業がもたらす主な影響に対す
　　る合意に基づき作成 

　・これら影響を大幅に削減または除
　　去できるような、よりよい管理実
　　践の確認、およびこれら実践方法
　　の採用または適用の支援

　・世界的に実行可能なレベルの決定 

　・関連産業の活動実態を世界的なレ
ベルへ移行させることに貢献

水産養殖管理検討会

各管理検討会による進展

ティラピア： 2008年9月にティラピア養殖のための基準草案が、パブリックコメン
トを求めるために公表されました。2009年半ばまでに基準が完成する予定です。
この基準は、とりわけアジアでのティラピア養殖特有の問題を扱います。アジアで
は、世界の養殖ティアピアのほぼ80%が育てられています。 

サケ：全世界のサケ生産量の半分以上とサケ小売売上高の4分の1に相当する取扱い
を行う組織が、管理検討会に参加しています。参加者は管理検討会の目標と目的に賛
同し、サケ養殖による主な影響を識別し、原則の草案と基準の草案を作成しました。
必要に応じて、技術作業グループを結成し、サケ養殖に関する問題を調査します。   

エビ：2006年にFAO（国連食糧農業機関）により採択された原則が、この管理検討
会の骨組みとなっています。参加者はエビ養殖のための基準と指標の草案を作成し
始めました。管理検討会が2007年に開始されて以降、会議が南北アメリカ、アジ
ア、およびアフリカで開催されています。 

貝類：ムール貝やハマグリ、ホタテ、カキが、この管理検討会の中心です。管理検討
会は北米で6回、ヨーロッパで1回、ニュージーランドで1回の計8回開催されていま
す。会議参加者は、管理検討会の目標と目的を最終決定し、貝類の養殖による主な影
響について合意しました。現在、原則や標準、指標の草案を作成しています。

アワビ：4月にオーストラリアで開催されたアワビ水産養殖管理検討会の第1回会議
において、およそ２０のアワビ産業の利害関係者が主たる影響や原則、標準を確認
しました。管理検討会参加者は2009年、南アフリカとタイで会合を持ち、基準策
定のために引き続き意見を募ります。 

ナマズ（パンガシウス）：2007年9月の管理検討会開始以降、参加者はナマズの養
殖に関して主に8つの問題を確認してきました。現在、原則や標準、指標、基準の
草案を作成していて、2009年春にはパブリックコメントを求めるために公表する
予定です。

淡水マス：2008年11月、この管理検討会の設立総会において、参加者は目標と目的
に合意し、影響を確認し、原則を策定しました。この管理検討会の最初の対象は、世
界最大の淡水マス生産地域である欧州連合です。

ブリ/スギ：この管理検討会の設立総会は2009年2月でした。参加者はスギと3種類の
ブリ（S. rivoliana, S. quinqueradiata and S. lalandi）についての基準を策定します。

水産養殖により生産される種の割合（容量ベース） 

WWFとそのパートナーが認証基準を策定している水産養殖種の広義のカテゴリーに注目。
パーセントは各々の種の生産国上位3カ国のみ。 

アメリカ：
ナマズ類 - 27%

イギリス：
サケ - 10%

デンマーク：
SWマス - 4%

ノルウェー：
サケ - 42%
SWマス - 32%

中国：
アワビ - 81%
ナマズ類 - 46%
ハマグリ - 93%
ムール貝 - 43%
カキ - 83%
エビ - 38%
ホタテ - 82%
ティラピア - 48%

韓国：
アワビ - 9%
カキ - 5%

日本：
カキ - 5%
ホタテ - 16%

ベトナム：
パンガシウスナマズ - 89%
エビ - 12%

タイ：
ハマグリ - 2%
ムール貝 - 14%
エビ - 14%
ナマズ類 - 13%

マレーシア：
パンガシウスナマズ - 1%

インドネシア：
ティラピア - 9%
パンガシウスナマズ - 8%

イラン：
FWマス - 9%

南アフリカ：
アワビ - 4%

エジプト：
ティラピア - 11%

トルコ：
FWマス - 12%

イタリア：
ハマグリ - 12%

チリ：
サケ - 35%
ホタテ - 1%
SWマス - 59%

スペイン：
ムール貝 - 8%

フランス：
FWマス - 9%

地図データ出典：国連食糧農業機関の魚類統計　ナマズ類＝パンガシウス以外の全ての種、SW＝海水養殖、FW＝淡水養殖
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